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＜病棟連絡事項＞
・抗原検査、ＮＥＡＲ法の検査の際のメールの雛形が皆さんに送られています。これを参考に検査した際に送るようにして下さい。
・夜間の電話対応ですが、受診、入院、相談で医師の指示、判断を仰いだ場合は、電子カルテの記録と外来スタッフへの電子カルテの連携、外来日誌への記録、動静報告への貼り付けが必要です。
・西病棟では感染対策について毎日話し合われています。
基本的な事は以下の通りです。

〇標準予防策の徹底（マスク、ゴーグル、一手技一手洗い、消毒）

〇ゾーニング（隔絶対応：部屋→ユニット→病棟）

〇感染経路別の対策（拡大を予防）

〇ＰＰＥ（陽性者への対応は決められたスタッフが行う）

いつ発生するか分かりませんので、ここまでは必ず出来るようにして下さい。

これらの対応も含め、食事、排泄、保清などの体制、物品ついては、状況により変化しますので、その都度、管理者の判断が必要になります。

持ち込みを予防する事と、発生した場合は連絡、相談、報告を忘れずにして下さい。

最初に発生した場合は、夜間を問わず、ＪＧＭかＳＧＭに連絡して下さい。
・SGMからの連絡事項
〇月末、急な入院で東病棟が詰まるようなら、患者を受け入れて下さい。

　〇感染対策用ゴーグルが来ています。個人で管理して下さい。

〇北病棟の配膳下膳、今週7/29で中止します。

〇山本様の発熱で、レジオネラ菌の感染の疑いがあり、ＴＶルーム施錠して
います。検査結果出るまで、そのままです。

〇熊谷Ｎｓは7/31深夜から復帰します。7/30の16：00にＮＥＡＲ法の予約
を入れています。病棟に連絡入るので対応して下さい。

〇日勤のスタッフが不足している時は、深夜で昼頃まで残業、準夜の13時頃の早出で残業も考えています。必要な場合はSGMに連絡を下さい。

　　外来のワクチン接種の話しもあるので、出来る範囲で対応します。
〇金谷ＪＧＭの訪看のヘルプに伴い、見込みで夜勤調整します。出来ないと
いう方がいたら連絡を下さい。
・ラクーナウォーターの発注の際は1P、2Pでは無く3個以上で注文して下さい。庶務には在庫が置けないため少し多めに注文。よろしくお願いします。
・田中　敬様～8/1（月）に家族が来院予定です。その際自立支援医療受給者証を返却して下さるようお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・成田　富士子様～虫刺されに対しデルモゾールDP軟膏1本処方となっています。
・向井　敦子様～本日9時頃より頭痛の訴えある。嘔気なし。痛み止め希望あり、主治医
に報告し、IFオーダーに頭痛時が追加となりカロナール（200）1Tが
　　　　　　　　10回分処方となる。

＜要注目患者様検討＞
・高柳　和子様～大声での独語や何もない空間への威嚇行為見られる。スタッフ介入にも拒否的言動あり。日課にも集中出来ずにいる。不穏時継続指示薬再三の促しにて内服する。他者トラブルへ注意し精神症状の観察を続けていく。
　　　　　　　　また徘徊や落ち着きのなさもあり足の浮腫が著明。安静にできる時はあ足を挙上し休んで頂く事としていく。

・小栗　健太郎様～情動は落ち着いている。先日の様子とは違い、まだ退院していたい気持ちであると語る。病識を持つことの大切さを伝えると「僕の問題点って何ですか？」と聞いて来られる。その作業は人に言われるのではなく自分で言えるようにする事が大事である事伝えると紙に書き出している。
・柳町　信之様～部屋にはおらず一人トイレにいる事が多い。日課の遅れは無い。危険行為や迷惑行為はない。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・神田　直樹様～施設側へ見学や体験利用について確認するよう指示あり。処方変更は無い。
・中　誠太郎様～南山苑訪問調査の結果について確認するよう指示あり。処方変更無し。
・佐々木　康子様～診察室への移動を頑なに拒否。拒食に関する妄想言動や拒食が目立つ
こと報告。処方変更無し。
・阿部　文香様～気分高揚さがあると自身で認める。不穏時にて対応するよう指導を受け
る。処方変更無し。
＜服薬自己管理検討＞
・現在服薬自己管理中の方は鳴瀬裕之様、神田直樹様、立花一輝様です。自己管理は問題なく行えています。
・佐々木　紀子様～8/7退院の予定となっている。主治医に確認し明日より自己管理が開始となる予定。1日分ずつで行っていく。入院前は自己管理が難しい状況であり、飲むときはちゃんと見せるように指導していく。同居となる次男様にも退院時、服薬の管理サポートするよう伝えていく。
・釜谷　茂様～7/31退院予定。主治医より開始の指示を貰っていく。

＜コロナウイルス感染対策＞
・業務中はゴーグルを必ず装着する。
・ゾーニングの際には他の患者様との接触を確実に避ける。
・オムツ交換などの体に触れる距離感での接触の際には必ずPPEを用いる。
・発生した部屋が大部屋である際には陽性者の使用部分などは徹底し消毒をする。
（0.05％次亜塩素酸ナトリウムまたは70％以上のアルコールにて消毒を行う。）
・どの居室にて陽性者が出てもいいよう、イメージトレーニングを行う。
・陽性者が出たら隔絶対応とし、陽性者のみの部屋をつくる。
・濃厚接触者の部屋（イエローゾーン・グリーンゾーン）をつくり、陽性者と同じ感染症対策を実施する。
・コロナウイルス発生時はゾーニング等、他スタッフや管理者と相談し合いながら安全に実施する。
